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農
作
業
を
安
全
に

【
東
山
地
域
】
…
…
…
…
…

竹
内
　
美
由
紀
さ
ん
（
57
）

　
　
　
俊
　
司
さ
ん
（
56
）

　

竹
内
美
由
紀
さ
ん
は
大
東
町
の
高

校
を
卒
業
後
、
神
奈
川
県
の
銀
行
に
就

職
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
俊
司
さ
ん
と
結

婚
し
て
、
神
奈
川
県
で
30

年
間
暮
ら

し
て
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
あ

と
、
夫
婦
で
、
岩
手
県
で
暮
ら
そ
う
と

決
め
て
移
住
し
て
き
た
そ
う
で
す
。
移

住
後
５
年
は
大
船
渡
市
で
生
活
を
し

て
、
そ
の
後
、
美
由
紀
さ
ん
の
実
家
に

近
い
東
山
町
に
転
居
し
て
き
ま
し
た
。

　

東
山
町
に
移
住
し
て
か
ら
、
ま
っ
た

く
経
験
の
な
い
農
業
に
挑
戦
す
る
こ

と
に
。
昨
年
は
Ｊ
Ａ
の
育
苗
セ
ン
タ
ー

を
借
り
て
ト
マ
ト
栽
培
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
経
験
し
、
今
年
か
ら
ハ
ウ
ス
３
棟

で
本
格
的
に
ト
マ
ト
栽
培
に
取
り
組

み
ま
す
。
露
地
栽
培
に
も
挑
戦
。
ト
マ

ト
だ
け
で
は
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
野
菜

を
栽
培
す
る
と
の
こ
と
。

　

美
由
紀
さ
ん
は
「
農
地
を
持
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
土
地
を
貸
し
て
く

だ
さ
る
方
を
探
す
と
こ
ろ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。
Ｊ
Ａ
、
行
政
の
職
員

の
方
、
そ
し
て
東
山
町
の
方
が
本
当
に

親
身
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ギ

リ
ギ
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
東
山
町
の
方

が
偶
然
、
農
地
を
探
し
て
い
る
私
た
ち

の
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
り
、
貸
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
水
の
こ

と
、
そ
の
ほ
か
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
地

域
の
方
々
の
ご
親
切
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。」
と
話
し
ま
す
。

　

二
人
は「
皆
さ
ん
の
ご
親
切
を
忘
れ

ず
に
、手
を
抜
か
ず
、コ
ツ
コ
ツ
と
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

郷土で

土を耕して

暮らす

　

近
年
、
農
作
業
中
の
死
亡
事
故
は
多
発
傾
向

に
あ
り
、
岩
手
県
内
で
は
10
年
間
で
１
１
９
名

も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
も

平
成
30
年
に
５
件
、
令
和
元
年
に
１
件
の
農
作

業
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
事
故
は
、
圃
場
だ
け
で
な
く
公
道
や

自
宅
の
敷
地
内
な
ど
身
近
な
場
所
で
発
生
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
機
械
作
業
中
以
外
に
も
、
圃
場

へ
の
移
動
や
機
械
の
点
検
整
備
中
な
ど
、
発
生

状
況
は
様
々
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

も
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
農
作
業
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

見
直
そ
う
！

農
業
機
械
作
業
の

安
全
対
策

転落事故から体を守るため、

トラクターには安全フレームを

装着し、運転者はシートベルト

をしめましょう。

なるべく一人での作業は避け、

家族にはあらかじめ作業場所と

帰宅時刻を知らせて

おきましょう。

農作業に出かけるときは、携帯

電話を持ち歩きましょう。

いざという時に、運転者以外で

もエンジンを停止できるよう、

日頃から農業機械の緊急停止ボ

タンやエンジンキーの位置を家

族で共有しておきましょう。

農業機械の点検・整備は、

必ずエンジンを停止してから

行いましょう。

担
い
手
紹
介

がんばる
地域

ichinoseki



　

プ
ラ
ン
実
質
化
の
取
り
組
み
は
、
対
象
地
区
が

多
く
対
象
範
囲
も
広
い
こ
と
か
ら
、
元
年
度
は
モ

デ
ル
地
区
を
設
定
し
て
先
行
事
例
を
作
る
こ
と
を

進
め
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
地
区
に
選
定
し
た
厳
美
13

区
（
一
関
地

域
）
は
、
耕
地
面
積
１
２
９
ha

、
水
稲
栽
培
が
主
な

地
域
で
、
地
域
の
担
い
手
不
足
を
補
う
た
め
農
業

生
産
法
人
を
立
ち
上
げ
て
い
る
地
区
で
す
。
10

月
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
（
回
収
率
７
４
・
３
％
）

し
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
農
地
現
況
地
図
を
作

成
し
た
上
で
、
同
地
区
の
役
員
と
協
議
し
て
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
原
案
を
作
成
し
、
２
月
に
地
域
の

話
し
合
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

話
し
合
い
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
集
落

協
定
等
の
会
議
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
農
業
委
員

会
か
ら
地
域
担
当
の
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
も
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
地
区
の
方
針
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活

用
し
、
地
域
の
農
業
生
産
法
人
と
認
定
農
業
者
を

中
心
に
農
地
集
積
を
進
め
、
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は

実
施
後
約
30

年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改

め
て
農
地
の
大
区
画
化
等
の
基
盤
整
備
事
業
を
検

討
し
な
が
ら
、
現
状
の
農
地
集
積
率
59

％
か
ら
今

後
さ
ら
に
集
積
を
進
め
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

話
し
合
い
の
中
で
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成

す
る
メ
リ
ッ
ト
、
高
齢
化
が
進
む
中
の
後
継
者
や

担
い
手
の
確
保
、
基
盤
整
備
か
ら
外
れ
た
農
地
の

維
持
管
理
、
鳥
獣
被
害
対
策
等
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
質
化
、

令
和
２
年
度
は
地
域
の

話
し
合
い
を
進
め
ま
す
。

市
内
を
33
地
区
に
分
け
て
、
す
で
に
実
質
化
さ
れ
て
い
る
12
地
区
を
除
く
21
地
区

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計

し
、
農
業
者
の
年
齢
構
成
や
後
継
者
の
有
無
、
５
年
後
の
農
地
の
管
理
意
向
な
ど

を
地
図
に
落
と
し
、
地
域
の
農
地
現
況
地
図
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
、

こ
の
地
図
を
元
に
地
域
の
５
年
後
、
10
年
後
の
農
業
の
将
来
方
針
を
話
し
合
い
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
ま
と
め
ま
す
。

【
先
行
モ
デ
ル
地
区
の
取
り
組
み
】

　国内の食料生産を支える大切な資源である農地は、

適正かつ効率的に利用されなければなりません。令

和元年7月から 9月にかけて、市内全域の農地パト

ロール（利用状況調査）を行いました。

　これは農地法の規定に基づき、遊休農地の実態把

握と発生防止・解消、違反転用の発生防止・早期発

見を目的に農業委員と農地利用最適化推進委員、農

業委員会事務局・支所産業経済課職員等が市内農地

を調査したものです。

　再生困難と思われる荒廃した農地の所有者には、

荒廃農地調査を行い、今後も管理できないと回答が

あった場合は、農地に該当しない旨の決定「非農地

判断」を行います。

　非農地と判断した農地については、所有者に非農

地通知書を送付するとともに、市・県・法務局等関

係機関にも通知します。この判断と通知により、農

地台帳の農地から除外され、固定資産税の評価も変

更となります。

　なお、登記地目は農地のまま変わりません。登記

地目を変更するには、本人による登記申請が必要で

すので、農業委員会から送付される非農地通知書と

登記申請書により法務局で手続きをしてください。

　再生可能と思われる作付けされていない農地の所

有者には、利用意向調査を行っています。今後の農

地の利用や管理方法の選択肢のうち、農地中間管理

機構への貸付を希望すると回答があった場合は、機

構へ情報提供して農地の貸付けを進めます。

令和元年度農地パトロールを実施しました 再生困難農地は非農地判断

再生可能農地は利用意向調査を実施

農地の効率的な利用の促進を

令和元年度から進めている

地域農業マスタープラン

実質化の取り組み

先行モデル地区厳美13区（一関地域）

の話し合い
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　農業委員会では、令和２年度農作業標準賃金を

別紙のとおり決定しました。

　標準賃金表は、目安を定めたものです。実際に作

業料金を決める際は、地域の事情や圃場の条件を

勘案し、委託者と受託者で充分に話し合って調整し

てください。
　

農
作
業
標
準
賃
金
の
決
定
に
あ
た
り
、

２
月
４
日
に
農
作
業
標
準
賃
金
審
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
農
家
の
代
表
者
、
農
業

関
係
団
体
等
の
職
員
、
農
業
委
員
会
農
政

専
門
正
副
委
員
長
が
委
員
と
し
て
審
議
し

た
結
果
、
人
力
の
部
に
つ
い
て
人
力
作
業

は
日
額
２
０
０
円
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
日

額
３
０
０
円
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
、
機

械
の
部
に
つ
い
て
は
据
え
置
き
と
の
意
見

集
約
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

標
準
賃
金
は
そ
の
後
、
２
月
10

日
に
開

催
し
た
第
５
回
農
政
専
門
委
員
会
で
の
協

議
を
経
て
、
２
月
25

日
の
第
18

回
農
業
委

員
会
総
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
報
告
で
は
、
花
北
、
胆
江
、
大
船
渡
、
二
戸
・
久
慈
の

各
地
区
か
ら
地
区
別
懇
談
会
の
概
要
が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、
地

域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況

な
ど
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
国
農
業
委
員
会
女
性
協
議
会
副
会
長
の
笠
原
尚

美
氏
を
講
師
に
迎
え
、
「
女
性
委
員
が
地
域
で
活
躍
す
る
た
め

に
〜
食
育
と
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
切
り
口
か
ら
」
と
題
し
て
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
32

歳
で
農
業
委
員
と
な
っ
て
か
ら
20

年

間
の
経
験
を
持
つ
笠
原
氏
は
、
現
在
は
新
潟
県
阿
賀
野
市
農
業

委
員
会
の
会
長
職
務
代
理
者
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
講
演

で
は
新
潟
県
内
の
女
性
委
員
の
食
育
事
業
に
つ
い
て
や
、
自
ら

の
農
地
あ
っ
せ
ん
活
動
の
事
例
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化

に
向
け
た
農
業
委
員
会
の
活
動
状
況
な
ど
に
つ
い
て
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

出
席
し
た
松
岡
千
賀
子
委
員
は
「
自
然
と
打
ち
解
け
て
話

せ
る
の
が
女
性
の
強
み
だ
と
思
う
。
地
域
の
話
し
合
い
に
女
性

の
明
る
さ
や
気
配
り
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
感
じ

た
。
様
々
な
年
代
の
方
と
の
交
流
、
他
の
地
区
と
の
情
報
交
換

会
で
親
睦
が
深
ま
っ
た
話
を
聞
き
、
今
年
度
は
一
関
で
も
地
区

別
懇
談
会
を
開
催
し
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

人力の部

◆人力作業の標準額を

　１日（８時間）当「6,500円」から「6,700円」

　（１時間当840円、超過１時間当1,050円）

◆オペレーターの標準額を

　１日（８時間）当「10,300円」から「10,600円」

　（１時間当1,330円、超過１時間当1,660円）

令和２年度の変更項目

人力は引き上げ、
機械は据え置き

令和２年度農作業標準賃金決定

灯
火
器
類

　農作業機を装着しても灯火器類（方向指示器、後部反射器、前

照灯、車幅灯、尾灯、政道灯、後退灯）が他の交通から確認できる

こと。

　確認できない場合は灯火器類を別途設置する必要があります。

（車両のサイズによっては不要の場合もあります。）また、確認で

きる場合でも、取付位置により標識等が必要な場合があります。

車
両
幅

　農作業機を装着した状態で1.7ｍを超えている場合は、機体左

右両側にサイドミラーを設置すること。

　農作業機を装着した状態で2.5ｍを超えている場合は、特殊車

両通行許可を受けたうえで、標識等を設置すること。

安
定
性

　安定性（傾斜角度）の保安基準（30度または35度）を満たす

こと。

　満たしていない場合は、標識等を設置したうえで運行速度

15km/ｈで走行しなければなりません。

　農耕トラクターと作業機の組み合わせによる安定性の確認結

果は（一社）日本農業機械工業会のホームページで確認できます。

免
許

　農作業機を装着した状態で長さ4.7ｍ、幅1.7ｍ、高さ2.0ｍ（安

全キャブや安全フレームの高さ2.8ｍ）のいずれかを超える場合

は、大型特殊免許が必要。

女
性
の
力
で
農
業
の
活
性
化
を

２月13日、盛岡市で女性農業委員・農地利用

最適化推進委員活動研修会が開催され、岩

手県内の女性農業委員・農地利用最適化推

進委員約60人が一堂に会しました。

　このほど、道路運送車両法の運用が見直されたことによ

り、要件を満たせば農作業機をトラクターに装着したままで

公道を走行できるようになりました。要件をよく確認し、安全

に注意して走行しましょう。

　また、トレーラタイプの農作業機を牽引した場合も、一定の

条件の下で公道走行を可能とすることが国土交通省から発

表されています。詳しい要件等は、農林水産省、国土交通省の

ホームページなどで確認したり、農機販売店に相談するなど

してください。

直接型作業機装着
トラクター

公道走行可能になりました



　

あ
る
調
査
に
よ
る
と
、
一
関
市
の
平
成
19

年

度
（
10

月
１
日
基
準
日
）
に
お
け
る
65

歳
以
上

の
高
齢
化
率
は
36

％
弱
で
、
市
内
８
地
域
の
う

ち
４
地
域
は
40
％
を
超
え
た
結
果
が
出
ま
し
た
。

　

農
村
は
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
人
口

減
少
に
よ
る
人
手
不
足
と
と
も
に
後
継
者
不
在

が
農
家
の
み
な
ら
ず
他
産
業
で
も
顕
著
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

幸
せ
と
は
、
し
た
い
仕
事
が
で
き
、
し
た
い

消
費
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
と
、
作
家
の
故
堺

屋
太
一
さ
ん
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
ど
れ
く
ら
い

の
人
が
自
分
は
幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
想

像
し
て
み
ま
し
た
が
、
私
に
は
見
当
が
つ
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

私
が
住
む
中
山
間
地
域
は
、
農
地
の
集
約
・

集
積
が
困
難
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
も
中

山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
事
業
等
を
と
お
し
、

地
域
で
協
力
し
支
え
あ
っ
て
農
地
、
農
道
や
水

資
源
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
農
村
で
は
、
耕
作

放
棄
地
は
似
合
い
ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
維
持
管

理
さ
れ
た
農
地
が
広
が
る
自
然
と
共
有
し
な
が

ら
生
活
で
き
る
こ
と
が
、
健
康
的
で
あ
り
幸
せ

に
繋
が
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員　

菅
原　

清
一

「
い
わ
い
の
大
地
」
編
集
委
員
会

編
集
委
員
長 

佐
藤
　
圭
一

副
委
員
長 

千
葉
　
太
郎

編
集
委
員

　
佐
藤
多
賀
幸 

畠
山
　
　
潔 

　
菅
原
　
清
一 
藤
原
美
喜
男 

　
遠
藤
　
勝
幸 
菅
原
　
良
博

　

千
厩
町
小
梨
の
遠
藤
真
一
さ
ん
（
39
）
は
、

乳
牛
35
頭
を
両
親
と
一
緒
に
経
営
す
る
ほ

か
、
平
成
30
年
９
月
か
ら
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
意
欲
的

に
農
業
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　

真
一
さ
ん
は
、
岩
手
県
立
農
業
大
学
校
を

卒
業
後
、
北
海
道
の
酪
農
家
で
１
年
半
の
研

修
を
経
て
、
平
成
14
年
に
就
農
し
ま
し
た
。

１
日
２
回
の
搾
乳
作
業
、
牛
舎
の
清
掃
、
飼

料
の
配
合
、
餌
や
り
を
毎
日
欠
か
さ
ず
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し

て
牧
草
の
栽
培
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

「
生
き
物
相
手
の
仕
事
な
の
で
、
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
こ
と
が
多
い
。
急
な
お
産
や

病
気
に
か
か
る
こ
と
も
あ
る
。
難
し
い
仕
事

で
は
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
や
り
が
い
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
思
え
る
の
も
周

り
の
皆
さ
ん
の
助
け
が
あ
る
か
ら
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
す
。

　

農
業
者
年
金
に
は
、
平
成
30
年
12
月
、
38

歳
で
加
入
し
ま
し
た
。
農
業
者
年
金
は
以
前

か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
就
農
し
た
ば
か

り
で
経
営
が
安
定
せ
ず
、
保
険
料
の
支
払
い

に
も
不
安
が
あ
っ
た
た
め
、
加
入
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
で
経

営
の
流
れ
が
見
え
て
き
た
こ
と
や
、
地
元
の

農
業
委
員
や
周
り
の
農
家
さ
ん
か
ら
の
勧

め
も
あ
り
、
将
来
を
考
え
て
加
入
を
決
意
し

た
そ
う
で
す
。

　

「
実
際
に
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
か

ら
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
よ
か
っ
た
と

い
う
話
を
よ
く
聞
く
。
自
分
も
保
険
料
の
国

庫
補
助
が
あ
る
こ
と
や
支
払
っ
た
保
険
料

の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
。
農
業
者
に

と
っ
て
良
い
制
度
だ
と
思
う
の
で
、
地
域
の

農
業
者
に
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
を
周
知
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
、
「
牛
た
ち
を
健

康
に
育
て
て
、
安
定
し
た
収
入
を
確
保
し
て

い
き
た
い
。
地
域
の
農
業
者
が
少
な
い
今
、

自
分
の
で
き
る
範
囲
で
、
地
域
の
農
地
を
有

効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
真
一

さ
ん
。

　

貴
重
な
地
域
の
担
い
手
と
し
て
、
さ
ら
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【千厩地域】遠藤 真一 さん

自ら加入し
　地域へ周知を

編

集

後

記

一関市農業委員会だより いわいの大地4

農業者年金で明るい将来計画!

農業委員会では、一関市のホームページで委員

会に関する情報を提供しています。毎月の総会日

程や議事録、農作業標準賃金、届出や手続きの

案内などを掲載していますのでご覧下さい。

　https://www.city.ichinoseki.iwate.jp/

一関市のトップページの「総合案内トップページ

へ」をクリック。画面上部の「産業振興」タブか

ら農業委員会ページへお進みください。
全国農業新聞の購読を！
農業委員会組織が協力して作成している新聞で、
毎週金曜日発行しています。
●お申込みは、農業委員会または各支所産業建設課まで

購読料

月額 ７００円

農業者年金のお問い合わせは

農業委員会またはお近くのJA窓口へ

電話 21-8692
（一関市農業委員会）


